
被爆前の長崎の日常

長崎中心部エリアの暮らし

作成：長崎大学 核兵器廃絶研究センター（RECNA）/国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館

・被爆前の長崎の暮らしを知る

・長崎中心部の暮らしを知る

・戦争の進行と日常の変化を知る

・今と当時の暮らしの共通点を探す

使用にあたって

・教育目的であれば誰でも自由にご利用いただけます

・教育目的の使用に限り、改変加工を許可します

・使用の際にはクレジットを記入してください

・営利目的の使用はお控えください

三瀬清一郎さん

１９３５年生まれ。１０歳のとき、爆心地から

３.６キロの矢の平町で被爆した。当時は伊良林

国民学校の五年生。祖母や母、姉、妹、弟たち

と八人暮らしで父は出征中だった。建物強制疎

開先の長崎市矢の平町の自宅で被爆した。

みせ 　  せいいちろう
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スライド教材



２０２２年６月撮影

少年時代を過ごした長崎市旧築町１番地（現在の万橋周辺）に立つ三瀬清一朗さん

﹁
三
瀬
商
店
﹂
が
あ
っ
た
の
は
︑
こ
の
あ
た
り
で
す
︒

タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
︑
衣
料
品
な
ど
の
卸
店
で
︑

自
宅
を
兼
ね
た
店
舗
は
木
造
３
階
建
て
で
し
た
︒ 

1

一帯は現在も長崎市の中心繁華街だが、

当時も県庁や警察、裁判所、学校、銀行、

公設市場や商店が並び、にぎわっていた。



１９３３（昭和８）年頃撮影（三瀬商店前）

赤ん坊は、前年（１９３２年）に生まれた三瀬さんの姉

2

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
る
の
が
貴
重
な
時
代
で
す
が
︑

父
は
ド
イ
ツ
製
の
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
︒

う
ち
の
あ
た
り
は
か
な
り
賑
や
か
で
し
た
よ
︒

１９３０年代後半（昭和１０年代前半）頃撮影（三瀬商店前）

左から姉、三瀬さん、祖母、母
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３

三瀬さんは７人きょうだいの２番目。昭和時代の前半、労

働力や兵力を支える人口を増やそうと、国を挙げて出産が

奨励された。「産めよ、殖やせよ」といったスローガンま

で登場。７人きょうだいは珍しい人数ではなかった。

姉
が
乗
っ
て
い
る
の
は
ス
ケ
ー
ト
と
呼
ん
で
ま
し
た
︒

今
で
言
う
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
で
す
ね
︒

当
時
と
し
て
は
か
な
り
洒
落
た
お
も
ち
ゃ
で
し
た
︒

２

看板や幟、通りを行きかう人から商店街のにぎわいがうか

がえる。三瀬さんが生まれた１９３５（昭和１０）年、長

崎市は人口約２１万人。全国で１０位の都市だった。



１９３８（昭和１３）年前後に撮影（万橋）

左奥に見える黒い橋は、路面電車の鉄橋

よろずばし

4

原爆被害や再開発で当時の建物は大半が建て替え

られ、街並みは大きく変化した。

長崎の場合、「写真４」のうしろにも見えるように、

街を囲む山の稜線はほとんど姿を変えていないた

め、撮影場所を推定する手がかりになる。

店
の
横
の
万
橋
で
撮
っ
た
母
と
妹
の
写
真
で
す
︒

絵
日
傘
を
さ
し
て
︑
ち
ょ
っ
と
し
ゃ
れ
と
り
ま
す
ね
︒

今
は
段
ボ
ー
ル
で
す
が
︑
当
時
は
こ
ん
な
木
箱
で

も
の
を
運
ん
で
お
っ
た
ん
で
す
︒

箱
の
中
に
は
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
が
入
っ
て
ま
す
︒

１９３８（昭和１３）年前後に撮影（三瀬商店前）

左が母、正面が妹

5

りょうせん



１９３０年代（昭和５〜１５年）長崎市の諏訪神社

地域住民による防空団体とみられる。空襲による

火災に備え、軍の指導のもとで警備や警報、避難

所の管理などを任務とした。三瀬さんの父（前列右

から５番目）は陸軍の在郷軍人（現役を離れた軍人）

で、この団体のリーダー的な存在だった。

りょうせん

父
や
近
所
の
商
店
の
人
た
ち
で
す
︒

そ
ろ
い
の
制
服
や
旗
ま
で
作
っ
て
た
ん
で
す
ね
︒
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１９３９（昭和１４）年頃撮影（佐賀県鹿島市にある祐徳稲荷神社）

最前列右から３番目に写るのが三瀬さん
１９３３〜３４（昭和８〜９）年頃撮影（三瀬商店）
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このころはおしゃれな子ども服が手に入った。

しかし、戦争の影響で次第に物資が不足し、

翌年１９４０（昭和１５）年には「ぜいたくは

敵だ」という標語が登場した。

８

戦争に伴う物資不足から、１９４０年に生活

必需品の配給制度が始まり、次第に三瀬商店

は商売を続けるのが難しくなった。戦況が厳

しくなると従業員たちにも赤紙（軍隊の召集令

状）が届き、出征していった。
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正
月
は
家
族
や
従
業
員
と
初
詣
に
行
き
ま
し
た
︒

子
ど
も
た
ち
は
ハ
イ
カ
ラ
な
格
好
を
し
て
ま
す
ね
︒

店
の
従
業
員
た
ち
で
す
︒

あ
の
人
か
ら
は
よ
く
怒
ら
れ
た
と
か
︑

今
で
も
み
ん
な
の
名
前
を
よ
く
憶
え
て
い
ま
す
︒
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１９４１年撮影（新興善国民学校）

三瀬さんは最前列、女性の教員の左側

三瀬さんが入学した新興善小学校（国民

学校）には全校生徒が約１７００人も

いた。しかし戦後、児童数が減少し、

１９９７（平成９）年に閉校となった。

校舎は原爆投下直後、救護所として使

用されたことから、跡地に建設された

長崎市立図書館には、救護所の様子を

再現した「新興善メモリアル」が設けら

れている。

しんこうぜん

私
の
小
学
校
入
学
写
真
で
す
︒

１
ク
ラ
ス
は
　 

人
も
児
童
が
い
た
ん
で
す
よ
︒

今
の
２
ク
ラ
ス
分
の
人
数
で
す
ね
︒

60
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私の小学校の入学写真です。当

時は「国民学校」と呼ばれ、子

どもは「少国民」でした。１ク

ラスは６０人ほど。今の２クラ

ス分の子どもがいました。

「小国民」とは、天皇陛下に仕える小さな皇国民という意味。

男子は兵隊さんになってお国のために戦うことが夢だった。

三瀬さんが入学した当時、新興善国民学校の全校生徒は約１

７００人。校舎は原爆投下直後、救護所としても使用された。

戦後、児童数は減少し、１９９７（平成９）年に閉校となった。

跡地に建設された長崎市立図書館には、救護所の様子を再現

した「新興善メモリアル」が設けられている。

被爆前 建物疎開（三瀬商店周辺の防火帯）を撮った米軍の航空写真

提供：（公財）長崎平和推進協会写真資料調査部会

当時の建物は木造が多かった。空襲に

よる火災の拡大を防ぐための空き地（防

火帯）を設ける目的で、重要施設周辺

や住宅密集地で建物を撤去する「建物強

制疎開」が行われた。長崎市では約６

１万平方メートルが対象となった。

戦
争
末
期
に
な
る
と
︑
国
策
と
し
て
﹃
建
物
強
制
疎
開
﹄

が
行
わ
れ
ま
し
た
︒
わ
が
町
も
対
象
に
な
り
︑
三
瀬
商
店

は
昭
和
　 

︵
１
９
４
５
︶
年
６
月
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
︒

20
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私の小学校の入学写真です。当

時は「国民学校」と呼ばれ、子

どもは「少国民」でした。１ク

ラスは６０人ほど。今の２クラ

ス分の子どもがいました。

「小国民」とは、天皇陛下に仕える小さな皇国民という意味。

男子は兵隊さんになってお国のために戦うことが夢だった。

三瀬さんが入学した当時、新興善国民学校の全校生徒は約１

７００人。校舎は原爆投下直後、救護所としても使用された。

戦後、児童数は減少し、１９９７（平成９）年に閉校となった。

跡地に建設された長崎市立図書館には、救護所の様子を再現

した「新興善メモリアル」が設けられている。

被爆後 三瀬さんの住んでいた旧築町周辺

提供：長崎原爆資料館

真ん中の大きな建物は当時、公設市場

で働く人が多く暮らしていた集合住宅。

右側は中島川。１９４５年８月９日に

原爆が炸裂したとき、この一帯は爆心

との間にある山が熱線をさえぎり、す

ぐには火災が起きなかった。だが、9日

昼過ぎから夜中にかけて、県庁本庁舎

付近から出た火が広がった。

原
爆
投
下
後
の
三
瀬
商
店
周
辺
で
す
︒

私
は
建
物
疎
開
後
に
引
っ
越
し
て
い
た
矢
の
平

︵
爆
心
地
か
ら
約
３
・
６
キ
ロ
︶
で
被
爆
し
ま
し
た
︒
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